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今 回
こんかい

で新型コロナ 情
じょう

報
ほう

は最
さい

後
ご

にしたいと思
おも

いなが

ら、原
げん

稿
こう

を書
か

いています。夏
なつ

の第
だい

７
なな

波
は

の後
あと

、昨
さく

年
ねん

同
どう

様
よう

秋
あき

は 状
じょう

況
きょう

が落
お

ち着
つ

いていましたが、これから冬
ふゆ

に第

８波が 必
かなら

ず来
く

ると言われています。（2022年
ねん

12月
がつ

現
げん

在
ざい

）。前 回
ぜんかい

の記事
き じ

では、我
わ

が家
や

（東
とう

京
きょう

都
と

在
ざい

住
じゅう

）の新型

コロナ体
たい

験
けん

記
き

で 夫
おっと

の感
かん

染
せん

をお伝
つた

えしましたが、その

後
ご

第 7 波のときに三
さん

男
なん

も感染。次
つぎ

の第８波に備
そな

えてど

うすべきか迷
まよ

っています。「いつまでこのようなコロナ

対
たい

応
おう

を続
つづ

けるべきか」、これは皆
みな

さんも同
おな

じように感
かん

じ

ておられるのではないでしょうか。今回はこの迷ってい

るポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

をいくつか挙
あ

げて、それについての 情
じょう

報
ほう

を

紹
しょう

介
かい

しようと思
おも

います。 

 ①マスクはいつまで必 要
ひつよう

なのか 

 政
せい

府
ふ

は「会
かい

話
わ

を 行
おこな

わない場
ば

合
あい

で、

２ ｍ
めーとる

以
い

上
じょう

の距
きょ

離
り

が取
と

れる場合は

屋
おく

内
ない

でも屋
おく

外
がい

でもマスクの 着
ちゃく

用
よう

は不
ふ

要
よう

」という見
けん

解
かい

を示
しめ

していますが、今でも多
おお

くの人
ひと

がマスクを着用して

います。一
いっ

方
ぽう

、飲
いん

食
しょく

店
てん

ではマスクを外
はず

して近
きん

距離で普
ふ

通
つう

に会話するという矛
む

盾
じゅん

した 状
じょう

況
きょう

があり、マスクの

着
ちゃく

脱
だつ

についてはほぼ個
こ

人
じん

の価
か

値
ち

観
かん

に任
まか

されているよ

うに見
み

えます。 

 マスクは、以
い

前
ぜん

は“感染者が感染を広
ひろ

げない効
こう

果
か

”は

あるが、“感染自
じ

体
たい

を防
ふせ

ぐ効果”は無
な

いと言われていま

した。しかし、新型コロナ感染が広がる中で、粒
りゅう

子
し

の大

きな飛
ひ

沫
まつ

感染は防ぐ効果があることがわかり、一
いっ

定
てい

の

防
ぼう

御
ぎょ

効果があると言われています。 

 これらの情報をもとに、個人個人が判
はん

断
だん

して対
たい

応
おう

を

医療 
６

新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

関
かん

連
れん

情
じょう

報
ほう

 

新型コロナウイルスのこれから
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③

考
かんが

えるしかないのかなと思っています。 

 ②ワクチンはどうすべきなのか 

 ワクチンについては、前回の接
せっ

種
しゅ

から

空
あ

けるべき間
かん

隔
かく

が 5カ
か

月
げつ

から 3 カ月に短
たん

縮
しゅく

されました。また、生
せい

後
ご

６カ月から４歳
さい

までの子ど

ももワクチンの接種が「努
ど

力
りょく

義
ぎ

務
む

」になりました

（2022/6/23）。 

 このままでは永
えい

遠
えん

にワクチンを打
う

ち続
つづ

けないといけ

ないのか？という疑
ぎ

問
もん

が湧
わ

いてきます。この 状
じょう

況
きょう

は

接種率
りつ

にも 表
あらわ

れており、全
ぜん

人
じん

口
こう

におけるワクチン接種

率は 1回
かい

目
め

（81.4％）、２回目（80.4％）、３回目（65.8％）

と漸
ぜん

減
げん

し、４回目はまだ 30％前
ぜん

後
ご

のようです。4 回目

の接種について厚
こう

労
ろう

省
しょう

は元 々
もともと

、60 歳以
い

上
じょう

の人と 18

歳以上で基
き

礎
そ

疾
しっ

患
かん

がある人や肥
ひ

満
まん

の人
ひと

を対
たい

象
しょう

として

いましたが、オミクロン株
かぶ

対
たい

応
おう

ワクチンについては、

従
じゅう

来
らい

のワクチンで 2 回目までを終
お

えた 12 歳以上のす

べての人が対象となりました（前回の接種から少
すく

なくと

も 5 か月以上経
けい

過
か

していることが 条
じょう

件
けん

）。 

 ワクチンの感染予
よ

防
ぼう

効
こう

果
か

は時
じ

間
かん

の経
けい

過
か

とともに下
さ

が

るのでワクチンを打っていても感染はします。ただ、重
じゅう

症
しょう

化
か

予防効果は比
ひ

較
かく

的
てき

長
なが

く保
たも

たれると言われている

ので、やはり、ワクチンについても個
こ

人
じん

個
こ

人
じん

が判
はん

断
だん

をし

ていく必要があると思われます。 

 すでに新型コロナウイルスに感染した人もワクチンを

接種することができます。これは、このウイルスが一
いち

度
ど

感染しても再
さい

度
ど

感染する可
か

能
のう

性
せい

があることと、自
し

然
ぜん

に

感染するよりもワクチン接種の方
ほう

が新型コロナウイル

スに対する血
けっ

中
ちゅう

の抗
こう

体
たい

の 値
あたい

が高くなることが報
ほう

告
こく

されているからです。 

 ③「もしかして新型コロナ？」 

と思ったら 

 第７波までは、必
かなら

ず医
い

療
りょう

機
き

関
かん

に
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➃

届
とど

け出
で

て発
はっ

生
せい

届
とどけ

を出すことが必要でした。我が家の三

男が発症した時は、いくら電
でん

話
わ

をかけても医療機関や電

話相
そう

談
だん

につながらず、発生届を出してもらうまでにかな

りの労
ろう

力
りょく

を費
つい

やしました。しかしその後、オミクロン

株は比
ひ

較
かく

的
てき

軽
けい

症
しょう

者
しゃ

が多いこと（肺
はい

まで達
たっ

して深
しん

刻
こく

な

肺
はい

炎
えん

を引
ひ

き起
お

こす他
ほか

の複
ふく

数
すう

の変
へん

異
い

ウイルスと異
こと

なり、

上
じょう

気
き

道
どう

の炎
えん

症
しょう

が多
おお

いという研
けん

究
きゅう

結
けっ

果
か

が増
ふ

えてい

る）、感染者一人一人に対応することで医療体
たい

制
せい

の逼
ひっ

迫
ぱく

を招
まね

くこと等から、東
とう

京
きょう

・千
ち

葉
ば

・神
か

奈
な

川
がわ

などは方
ほう

針
しん

を

転
てん

換
かん

しました。恐
おそ

らく今
こん

後
ご

も、 重
じゅう

症
しょう

化
か

リスクの低
ひく

い

感染者については自
じ

宅
たく

療
りょう

養
よう

が推
すい

奨
しょう

され、医療体制は

重症者リスクの高い人への対応を優
ゆう

先
せん

することになる

でしょう。 

 自
じ

衛
えい

策
さく

としては、抗
こう

原
げん

検
けん

査
さ

キットを家
か

庭
てい

に 常
じょう

備
び

し

ておけば、「もしかして」と思った時に調
しら

べられるので安
あん

心
しん

です。ただ、要注意なのは、陽
よう

性
せい

の場
ば

合
あい

はほぼ確
かく

定
てい

と考えて、そのつもりで準備をすればよいのですが、陰
いん

性
せい

の場合は確 定
かくてい

とは言えないことです。PCR 検査を受

けた方がよいでしょう。 

 ④第８波はどうなる？インフルエンザは？ 

 専
せん

門
もん

家
か

は、第 8 波のピークは 2023 年１月から２月に

かけてだろうと予
よ

測
そく

して警
けい

鐘
しょう

を鳴
な

らしています。ヨー

ロッパではワクチン接
せっ

種
しゅ

率
りつ

が高
たか

く、自
し

然
ぜん

感
かん

染
せん

した人
ひと

の

割
わり

合
あい

も日本よりはるかに多いのに、コロナの感染が拡 大
かくだい

しており、 入
にゅう

院
いん

者
しゃ

数
すう

も増
ふ

えているようです。日本でも

感染者数は増え始
はじ

めています（2022 年 11 月末現在）。

季
き

節
せつ

的
てき

な状況以外
いがい

にも、水
みず

際
ぎわ

対
たい

策
さく

が緩
かん

和
わ

されたこと、

旅
りょ

行
こう

支
し

援
えん

などの施
し

策
さく

により国
こく

内
ない

の人の移
い

動
どう

がこれか

らかなり増
ふ

えることなども第８波が到
とう

来
らい

する要
よう

因
いん

とし

て挙
あ

げられています。オミクロン株の「 B
びー

A
えー

. 5
ふぁいぶ

」の

流
りゅう

行
こう

が再
さい

燃
ねん

するという見
み

通
とお

しもありますが、新しい変

異株の 流
りゅう

入
にゅう

もあり得
う

るとのことです。 
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▼

▼

▼

▼

※

   

 インフルエンザとの同時
どうじ

流行も毎
まい

年
とし

指
し

摘
てき

されていま

すが、過
か

去
こ

2 年インフルエンザが流行しておらず、免
めん

疫
えき

を持
も

つ人が少ないため、今年はさらにその可能性が高い

と言われています。 

とは言え、必
ひつ

要
よう

な対
たい

策
さく

は同
おな

じです。 

 ▼手
しゅ

指
し

の 消
しょう

毒
どく

 

 ▼人と近
ちか

い距
きょ

離
り

で会
かい

話
わ

する場面では 

マスクを 着
ちゃく

用
よう

 

 ▼換
かん

気
き

を徹
てっ

底
てい

 

▼体調がいつもと違
ちが

うときは 休
きゅう

養
よう

し、他の人との 

接触を避
さ

ける 

 ポイントを絞
しぼ

った適切な対策を行いながら、少しずつ

日常を取り戻していきましょう。 

※本
ほん

原
げん

稿
こう

の執
しっ

筆
ぴつ

に際
さい

し、以
い

下
か

のサイト
さ い と

を参
さん

考
こう

にしま

した：厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

「新型コロナウイルス感染症につ

いて」、 N
えぬ

H
えいち

K
けい

：新 型
しんがた

コロナ
こ ろ な

特
とく

設
せつ

サイト  O

 


